
賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

【第2回臨時会】	
３５号 専決処分の承認を求めることについて
３６号 専決処分の承認を求めることについて
３７号 令和７年度牛久市一般会計補正予算（第１号）

【第2回定例会】	
３８号 牛久市総合計画等審議会条例について

３９号 牛久市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例について

４０号 牛久市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例について

４１号 牛久市こども発達支援センターのぞみ園の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例について

４２号 牛久市自転車駐車場の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例について

４３号 牛久自然観察の森設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例について

４４号 牛久市駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例について

４５号 令和７年度牛久市一般会計補正予算（第２号）
４６号 令和７年度牛久市下水道事業会計補正予算（第１号）

４７号 牛久市の公の施設を阿見町住民の利用に供すること
について

４８号 牛久市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例について

４９号 令和７年度牛久市一般会計補正予算（第３号）
意見書案

７号
地方消費者行政に対する恒久的な財源確保等を求める
意見書の提出について

意見書案
８号

オンライン診療等の遠隔医療の法的位置づけを求める
意見書の提出について

意見書案
９号

義務教育段階での学校給食費の完全無償化の早期実
施等を求める意見書の提出について

意見書案
１０号

茨城県生活環境の保全等に関する条例の改正を求める
意見書の提出について

意見書案
１２号

学校や福祉施設での選定療養費の徴収に係わる「通知」
の県民への周知徹底を求める意見書の提出について

賛否が分かれた議案等

議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
党
う
し
く
２１

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
池
辺
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
磯
山
）

無
会
派（
加
藤
）

議

決

結

果

意見書
案６号

太陽光発電施設の設置
に係わる関係法令の整
備を求める意見書の提
出について

〇 〇 〇 〇 ○ 柳井×
塚原〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

決

意見書
案11号

救急搬送による選定療
養費の徴収は、保育所
や幼稚園、小中学校、
高校、特別支援学校、
福祉施設における場合
は運用外とすることを
求める意見書の提出に
ついて

〇 × × × ○ × × × × 〇 × 否
決

請願
２号

「牛久市太陽光発電設
備の適正な設置及び管
理に関する条例」の改正
を求める請願

〇 × × × ○ 〇 〇 × × × ○
不
採
択

凡例：　○・・・賛成、×・・・反対　不…採決時不在
小松崎伸 議長（自民党うしく21）は採決には加わっておりません議案の審議結果

会派構成
4月15日付 小松崎議員が自民党うしく２１へ異動、5月1日付 加藤議員が無会派となりました。

市民クラブ 自民党
うしく２１ 公明党 日本共産党 日本維新

の会
うしく未来

プロジェクト 無会派
黒木　のぶ子 諸橋　太一郎 藤田　尚美 遠藤　憲子 伊藤　裕一 塚原　正彦 山本　伸子
須藤　京子 石原　幸雄 鈴木　勝利 大森　和夫 水梨　伸晃 柳井　哲也 池辺　己実夫
杉森　弘之 小松崎　伸 伊藤　知子 甲斐　徳之助
出澤　　大 髙嶋　基樹 磯山　和男

加藤　政之
※�牛久市議会では会派制を採用しているため、会派名で記載しています。

委
員
会
委
員
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

予
算
常
任
委
員
会

辞
任
：
小
松
崎 

伸
委
員
長

新
委
員
長
：
黒
木 

の
ぶ
子
議
員

エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル
及
び
牛
久
シ
ャ

ト
ー
の
利
活
用
の
推
進
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会

辞
任
：
小
松
崎 

伸
委
員

新
委
員
：
池
辺 

己
実
夫
議
員

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

辞
任
：
石
原 

幸
雄
委
員　
　

新
委
員
：
髙
嶋 

基
樹
委
員

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会
よ
り

軽
自
動
車
税
種
別
割
の
税
率
区
分
の
新

設
に
つ
い
て

　
総
排
気
量
1
2
5
㏄
以
下
で
最
高
出

力
を
４・
０
k
w
（
50
㏄
相
当
）
以
下

に
制
御
し
た
原
動
機
付
自
転
車
（
新
基

準
原
付
）
に
係
る
軽
自
動
車
税
種
別
割

の
税
率
を
新
設
す
る
。

　
税
額
：
年
額
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
50
㏄
原
付
と
同
額
）

　
令
和
７
年
11
月
か
ら
適
用
開
始
と
な

る
排
出
ガ
ス
規
定
へ
の
適
合
に
対
応
す

る
た
め
の
措
置
と
し
て
新
た
に
区
分
を

設
け
ら
れ
た
も
の
。

（ 13 ）第 123 号　　牛久市議会だより　　令和 7 年 7 月 31 日



総
務
企
画
常
任
委
員
会

牛
久
市
の
総
合
計
画
や
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、

総
合
戦
略
な
ど
一
体
的
に
策
定
す
る
た
め
に

新
た
に
牛
久
市
総
合
計
画
等
審
議
会
を
設

置
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定

問 

審
議
会
委
員
は
ど
の
よ
う
な
人
に
委
嘱

す
る
の
か
。

答 

委
員
は
20
名
以
内
で
組
織
し
、
総
合
戦

略
、
行
政
改
革
の
側
面
か
ら
議
論
を
い

た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
大
学

教
授
、
弁
護
士
、
区
長
、
事
業
者
、
市

民
な
ど
多
く
の
分
野
か
ら
委
員
を
選
定

す
る
こ
と
を
想
定
。

問 

総
合
計
画
と
行
財
政
改
革
を
同
じ
委
員

で
審
議
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答 

総
合
戦
略
や
行
財
政
改
革
の
施
策
の
進

行
を
総
合
計
画
の
方
針
の
も
と
総
括
的

に
進
行
管
理
が
で
き
る
。
た
だ
し
一
体

的
に
策
定
す
る
こ
と
で
議
論
自
体
を
深

掘
り
し
辛
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の

点
に
つ
い
て
は
、
審
議
会
の
中
に
専
門

部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規

定
を
作
り
、
必
要
に
応
じ
部
会
を
持
つ

こ
と
で
補
え
る
と
考
え
て
い
る
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

救
急
搬
送
に
よ
る
選
定
療
養
費
の

徴
収
は
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小

中
学
校
、
高
校
、
特
別
支
援
学
校
、

福
祉
施
設
に
お
け
る
場
合
は
適
用

外
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
施
設
で
の

徴
収
を
行
わ
な
い
こ
と
。
県
の
「
運
用
状
況

の
検
証
の
た
め
の
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
に
福

祉
や
教
育
の
現
場
関
係
者
お
よ
び
徴
収
対
象

外
の
二
次
医
療
機
関
関
係
者
等
も
加
え
、
よ

り
広
い
視
点
に
立
っ
た
検
証
を
行
う
こ
と
を

茨
城
県
に
対
し
求
め
る
も
の
。

（
意
見
）
選
定
療
養
費
の
徴
収
は
搬
送
先
の

医
師
の
判
断
に
よ
り
病
院
が
徴
収
す
る

た
め
、
件
数
や
徴
収
率
に
相
当
な
ば
ら

つ
き
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
県
の
運
用

状
況
検
証
の
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に

は
徴
収
対
象
外
の
二
次
医
療
機
関
関
係

者
が
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
も

加
え
て
検
証
し
て
欲
し
い
。

意
見
書
（
※
）

■�

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
等
の
遠
隔
医
療
の
法
的
位

置
づ
け
を
求
め
る
意
見
書

■�

義
務
教
育
段
階
で
の
学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
の
早
期
実
施
等
を
求
め
る
意
見
書

環
境
建
設
常
任
委
員
会

「
牛
久
市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正

な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」

の
改
正
を
求
め
る
請
願

　
牛
久
市
の
大
切
な
宝
「
水
と
緑
の
ま
ち
」

を
さ
ら
に
守
り
、
将
来
に
わ
た
り
維
持
さ

れ
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
条
例
の
改
正
を
求
め
る
も
の
。

反
対
討
論
今
施
行
さ
れ
て
い
る
条
例
を
ど

の
よ
う
に
改
正
す
べ
き
か
不
明
確
で
あ
り
、

請
願
の
趣
旨
内
容
が
抽
象
的
で
あ
る
こ
と
、

太
陽
光
発
電
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る

私
有
財
産
の
利
活
用
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
条
例
は
法
令
の
範
囲

内
で
制
定
が
可
能
な
も
の
で
、
現
行
の
条
例

内
容
を
厳
し
く
す
る
こ
と
は
限
界
が
あ
り
、

内
容
次
第
で
は
憲
法
や
関
係
法
令
に
抵
触
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
太
陽
光
発
電
に
関

す
る
設
置
場
所
に
つ
い
て
の
基
準
等
は
国
の

法
令
に
よ
っ
て
定
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
反
対
で
あ
る
。

賛
成
討
論
牛
久
市
の
条
例
を
、
住
民
の
要

望
に
沿
っ
た
形
で
、
法
律
や
県
の
条
例
の
範

囲
内
で
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
、
牛
久
市
議

会
と
し
て
当
然
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
他

の
市
町
村
の
動
き
を
学
ぶ
中
で
、
工
夫
を
し

て
改
正
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
牛
久
市
太
陽
光
発
電
設
備

の
適
正
な
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
内
容
は
牛
久

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
�内容はこ
ちらから

意
見
書
（
※
）

■�

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
係
わ
る
関

係
法
令
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

■�

地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
恒
久
的
な

財
源
確
保
等
を
求
め
る
意
見
書

■�

茨
城
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る

条
例
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

※�意見書の詳しい内
容 は 牛 久 市 議 会
ホームページから
ご覧いただけます。

太陽光発電設備　写真ACより

「
龍
ケ
崎
市
森
林
公
園
」
の

民
営
化
に
伴
い
、
龍
ケ
崎
市
と

牛
久
市
と
の
施
設
相
互
利
用
か
ら

は
除
外
に

　
　
　
龍
ケ
崎
市
と
の

　
　
　
施
設
相
互
利
用
と
は

　
文
化
施
設
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館

や
運
動
公
園
な
ど
、龍
ケ
崎
市（
19
カ
所
）・

牛
久
市
（
９
カ
所
）
の
公
共
施
設
を
、
龍

ケ
崎
市
民
・
牛
久
市
民
が
同
料
金
で
相
互

に
利
用
で
き
る
。

令和 7 年 7 月 31 日　　牛久市議会だより　　第 123 号（ 14 ）

常
任
委
員
会
審
査
報
告



月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
の
間

に
治
療
を
終
了
し
た
方
と
な
る
。

八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
を
受
け
て

雨
水
管
路
を
点
検　
　
４
７
６
万
円

30
年
経
過
し
た
口
径
２
ｍ
以
上
の
全
て
の

管
路
を
対
象
と
し
た
大
規
模
下
水
道
管
路

特
別
重
点
調
査
等
事
業
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

国
か
ら
調
査
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
に
伴

う
管
路
調
査
委
託
料
の
計
上

【
市
内
対
象
管
路
】
雨
水
管　

■ 

ひ
た
ち
野
東
（
さ
く
ら
公
園
調
整
池
流

入
管
）

■ 

ひ
た
ち
野
西
１
丁
目
（
み
ず
べ
公
園
調

整
池
流
入
管
）

問 

調
査
の
方
法
と
点
検
後
に
支
障
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

答 

調
査
方
法
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士

な
ど
の
有
資
格
者
が
直
接
管
の
中
に
入

り
、
近
接
目
視
点
検
や
打
音
検
査
を
行

う
。
調
査
結
果
は
国
へ
報
告
す
る
。
老

朽
や
破
損
個
所
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、

急
を
要
す
る
も
の
は
市
で
す
ぐ
に
対
応

し
、
軽
微
な
も
の
や
計
画
的
に
直
す
必

要
の
あ
る
も
の
は
、
国
の
補
助
金
で
対

応
す
る
。

ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
プ
ー
ル
で

水
泳
教
室
を
開
催　
　
２
８
９
万
円

８
月
よ
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
水

泳
教
室
を
開
催（
１
日
２
ク
ラ
ス・週
６
日・

18
歳
以
上
の
成
人
を
対
象
）

問 

市
内
の
民
間
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
閉

鎖
に
よ
り
、
子
ど
も
に
も
ニ
ー
ズ
が
あ

る
と
思
う
が
今
後
の
展
開
は
。

答 

成
人
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
教
室
を
希
望
す

る
意
見
が
出
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
う
ち
に
水
に
慣
れ
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
、
市
民

の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
来
年
度
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

不
妊
治
療
に
取
り
組
む
方
の
経
済
的

負
担
軽
減
の
た
め
に　
３
６
０
万
円

医
療
保
険
適
用
の
生
殖
補
助
医
療
と
保
険

適
用
外
の
先
進
医
療
を
組
み
合
わ
せ
て
治

療
を
行
っ
た
と
き
の
先
進
医
療
に
要
す
る

費
用
を
助
成

問 
１
回
の
助
成
額
の
上
限
を
４
万
円
と
し

た
根
拠
は
。
ま
た
対
象
と
な
る
方
は
。

答 

金
額
は
茨
城
県
が
算
出
し
た
も
の
で
、

県
は
国
が
出
し
て
い
る
先
進
医
療
、
不

妊
治
療
に
関
す
る
先
進
医
療
の
実
績
の

平
均
額
を
求
め
上
限
４
万
円
と
設
定
し

た
。
対
象
と
な
る
方
は
、
令
和
７
年
４

予
算
常
任
委
員
会

文
化
ホ
ー
ル
の
照
明
操
作
卓
を
更
新

４
，
９
５
０
万
円

問 

今
ま
で
点
検
は
行
っ
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
更
新
ま
で
の
間
に
不
具
合
が
生
じ

た
場
合
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答 

日
常
的
な
点
検
に
つ
い
て
は
、
舞
台
操
作

と
管
理
を
委
託
し
て
い
る
会
社
が
、
毎

日
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
年
に
１
度
、

文
化
ホ
ー
ル
を
閉
館
し
、
約
１
週
間
か

け
て
全
部
の
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
メ
ー

カ
ー
推
奨
は
12
年
で
あ
る
が
、
日
々
の

点
検
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ

22
年
使
用
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
万
が
一
、
公
演
の
前
日
な
ど
に
不
具

合
が
発
生
し
た
場
合
は
、
今
契
約
し
て

い
る
照
明
の
委
託
会
社
か
ら
一
時
的
に

代
替
の
も
の
を
借
り
る
形
で
対
応
す
る
。

文
化
ホ
ー
ル
照
明
操
作
卓
更
新
の
費
用

■
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
繰

入
金　
　
　
　
　
　

  

５
０
０
万
円

■
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
改
修

事
業
債　

        
４
，
４
５
０
万
円

問 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
（
※
）
の

現
在
の
状
況
と
今
後
の
積
み
立
て
や
取

り
崩
し
の
方
向
性
は
。

答 

令
和
６
年
度
末
の
残
高
見
込
み
は

23
億
４
，
７
０
０
万
円
で
、
令
和
７
年

度
末
の
残
高
見
込
み
は
18
億
４
，

６
０
０
万
円
程
度
で
あ
り
、
今
後
控
え

る
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
改
修
を
踏
ま

え
残
高
を
極
力
確
保
し
て
い
き
た
い
。

※
公
共
施
設
等
の
計
画
的
な
保
全
及
び
更

新
等
に
必
要
な
経
費
や
、
災
害
に
よ
り

公
共
施
設
等
に
生
じ
た
経
費
の
財
源
に

充
当
。
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平成14 年に更新して以降22 年使用。
昨年から起動不良等が発生している。調査の
結果は経年劣化による動作不良。部品供給の
終了などにより修理困難なため更新を行う。照明の確認作業中


